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①

②

シルバーニュースきたなごや

〇７月１７日（木）　顕彰審査委員会を開催。県シ連事業推進交流大会（10月

『 楽 し い シ ル バ ー を つ く り ま し ょ う 』

『 発 注 者 に 喜 ば れ る 仕 事 を し ま し ょ う 』

　　　　北名古屋市シルバー人材センター事務局令和7年7月10日

○７月４日（金）　県シ連主催安全・適正就業推進大会が開催され、①県シ連

 　によるパトロール時における適正就業関連の指導・助言事例、②熱中症

目標

　　30日）における被表彰者の推薦、「シルバーの日・互助会フェスティバル」

７月は「安全・適正就業強化月間」です

 　国が実施する「全国安全週間」にあわせ、７月は「安全・適正就業強化

　を通じて生きがいを得、地域社会に貢献していくことを目的としており、

　そのためには日頃から安全に対する意識を維持していくことが大切です。

　 における安全・適正就業のための取組について、ｳｲﾝｸあいちにて研修を

　　記念品について協議します。

　 対策、③㈱ジュトクによるモノによる安全確保、④田原市ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ

　　受けました。（吉田 英典 安全保健委員長出席）

　　　　新任理事　　浅利 公惠  （副議長）　　（敬称略）

　　　　退任理事　　上野 雅美（前副議長）

○６月２７日（金）　令和７年度定時総会及び会員互助会総会を名古屋芸術

　　大学アートスクエア大ホールで開催しました。議案も皆さんのご協力に

　　より原案どおり承認され、ありがとうございました。また、大ホールロビー

　　では、ふれあい農園部会の枝豆販売・女性部会の手芸小物作品販売

　　およびコーヒー販売を行いました。

　　（10月18日）における被表彰者の選考と記念品及び安全標語入選者の

　月間」の月です。シルバー事業は、高齢者が健康で安心して「働く」こと



保険で担保されない場合は、原因者の会員に責任を負っていただきます。

男　性 316人 女　性 313人 合　計 629人

２．配分金額（単位：千円）
当　月 前年同月 増　減 当　月 前年同月

5,001 5,186 △ 185 36 47
9,552 9,586 △ 34 24 18
3,262 3,671 △ 409 427 496

477 464 13 3 2
18,292 18,907 △ 615 490 563

　　を電動バリカンで切断した。

③刈払い機とハンマーロータリーで草刈作業中、駐車場に停車中の車両に

　　石が飛び、リアガラスを破損させた。(飛散防止ネット使用）

　　　　　　暑い夏　体調管理をして事故防止につとめましょう

公　　共

合　　計

自転車損害賠償責任保険等への加入が義務となりました
　　　　　　自転車を利用するときは、ヘルメットを着用しましょう

事業所

一般家庭
独自事業

　シルバーの就業中および途上（就業の行き帰り）の事故については、

　こまめに水分を補給して、屋外だけでなく室内でも熱中症に注意しましょう。

☆6月の事業状況☆

熱中症は、シルバー保険の対象となりません。

また、損害を与えた会員は、事故の抑止を図るために、賠償額の10％

（限度額10,000円）を負担（ペナルティ）していただきます。

〇７月２４日（木）　第２回安全保健委員会を開催。６月に会員の皆さんから

   募った安全標語の選考及び７月の安全・適正就業強化月間に伴う安全

　 パトロールを実施し安全点検をします。

　　 ３．受注件数（単位：件）

１．会員動向  [6月の入会者　１人:退会者　１人] 

令和７年４月～６月の事故は　３件　でした。

①道路路肩の草刈作業中、道路を走行中の車両に石が飛び、フロントガラス

　　を破損させた。(飛散防止ネット使用）

②一般家庭の庭の芝刈り作業中、芝に隠れていたロボット芝刈り機の配線コード

シルバー保険（損害賠償・傷害）及び自動車任意保険を掛けていますが、
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